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午前10時00分開会 

○議長 横尾 武志君   

 おはようございます。ただいま、出席議員は１３名で会議は成立いたします。 

 よって、ただいまから平成２５年芦屋町議会第２回定例会を開会します。 

 それでは、お手元に配布しております議事日程に従って会議を進めてまいります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会期の決定について 

○議長 横尾 武志君   

 まず、日程第１、会期の決定を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、６月６日から６月１４日までの９日間とした

いと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ご異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会議録署名議員の指名について 

○議長 横尾 武志君   

 次に、日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 署名議員については、芦屋町議会会議規則第１２０条の規定により、４番、妹川

議員と９番、今井議員を指名しますので、よろしくお願いします。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．行政報告について 

○議長 横尾 武志君   

 次に、日程第３、行政報告を行います。 

 町長から行政報告の申し出がありますので、これを許可します。町長。 

○町長 波多野茂丸君   

 皆さん、おはようございます。平成２５年芦屋町議会第２回定例会の議案上程前

に、平成２５年芦屋町議会第１回定例会以降における、行政執行について主なもの

を報告させていただきます。 

 １点目は、ブルーインパルスの帰還についてです。 

 第１１飛行隊ブルーインパルスは、東日本大震災により松島基地が被災したため、

２３年５月以来、移動訓練を芦屋基地、築城基地及び山口県萩市見島周辺空域にお

いて実施しておりました。松島基地の復旧工事が予定どおり進み、運用が可能とな

りましたので、３月２８日芦屋基地を離隊、３月３１日松島基地に帰還いたしまし

た。また、長期にわたるブルーインパレスの移動訓練に対して、多大なるご理解と

ご支援を賜りました芦屋町の皆様へ感謝のお礼ということで、３月２５日、芦屋基

地で「お別れ展示飛行」が行われました。 

 ２点目は、豪ドル円為替連動債の償還についてです。 

 ４月９日付で、豪ドル円為替連動債の元金３億円の償還がありました。これは、

平成２０年４月に購入した債券で、最初の１年間は３％の利子がつき、その後は為

替の変動により５％の利子に達した時点で元金が償還されるものです。 

 このたびの、元金償還までの利子は、結果的に約５.５％の利率となり、金額として

１,６４８万５,０００円を収入しております。 

 ３点目は、消防団第２分団車庫の完成についてです。 
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 ４月１４日、芦屋町消防団第２分団の新しい消防車庫の整備が整い、竣工式があ

りました。さまざまな災害に対し、住民の皆様の命と財産を守り、安全安心なまち

づくりへ向けて、より一層防災防火意識の高揚に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 ４点目は、財団法人芦屋町開発公社の清算終了についてです。 

 ２月１日をもって解散しました財団法人芦屋町開発公社は、清算人会に事務を引

き継ぎ官報により債権申し出の催告を行ったうえ、福岡県知事への解散の届け出を

経て、４月１６日に残余財産７５１万１,５４７円を芦屋町に返還しました。その

後、法務局への結了登記、福岡県知事への清算結了の届け出を行い、全ての清算手

続きが完了いたしました。 

 ５点目は、裏千家への芦屋釜の寄贈についてです。 

 ４月１７日、京都の茶道「裏千家」家元へ出向き、芦屋釜を寄贈しました。この

釜は、本年度より独立した鋳物師が制作したもので、独立支援の一環として、また、

芦屋釜の情報発信力と芦屋釜復興事業の周知を強化するためのものです。 

 裏千家は、３千家の１つで、現在の茶道界をけん引する流派です。その裏千家に

芦屋釜の里、制作釜が納められたことは、芦屋町にとって記念すべきことといえま

す。茶道界に影響力のある家元で芦屋釜を活用してもらうことは、知名度と付加価

値を上げるもっとも効果的な方法であります。今後も、芦屋釜のより一層のブラン

ド力の向上と情報発信に取り組んでまいりたいと考えております。 

 ６点目は、緑ヶ丘保育所と子育て支援センターの指定管理者、公募についてです。 

 緑ヶ丘保育所と子育て支援センターの一体的な指定管理、また効率的かつ効果的

な施設運営を行うため、両施設の指定管理者の公募を４月１９日から７月３１日ま

で行っています。公募対象につきましては、社会福祉法人の資格を有するものとし、

広く事業者を募集しています。予定では、８月に指定管理者選定委員会で審査後、

議会には「指定管理者の決定」の議案を上程することになります。 

 ７点目は、芦屋都市計画臨港地区の決定についてです。 

 福岡県から芦屋都市計画臨港地区の申し出があり、都市計画法により住民説明会、

県知事事前協議、計画案の縦覧を経た５月８日、芦屋町都市計画審議会を開催。審

議の結果、面積２０.６ヘクタールの芦屋都市計画臨港地区として決定しました。 

 今後、福岡県知事の同意の後、告示の手続きを行ってまいります。 

 なお、この決定により、本年度から福岡県による里浜づくり事業が具体的に進ん

でいくものと考えております。 

 ８点目は、芦屋基地と九州防衛局への要望活動についてです。 

 芦屋町基地対策協議会の要望活動として、５月１５日芦屋基地司令に面会し、要

望書を提出しました。内容は、滑走路延伸に関する住民への説明として、新たな方

向性が定まった場合の速やかな説明の要請。また、災害発生時の緊急避難場所とし

ての開放、基地外居住者への自治区加入促進の協力依頼など、８項目を要望しまし

た。 

 また今後、九州防衛局長への要望活動も予定しております。時期は未定ですが、

住宅防音事業の補助対象区域の拡大、テレビ受信料の半額補助対象区域の拡大、住

宅防音区域外の騒音測定の要請の３項目を要望する予定です。 

 ９点目は、福岡県高齢者保健福祉計画（第６次）による特別養護老人ホームの整

備にかかわる要望活動についてです。 

 特別養護老人ホームの整備については、２５年度高齢者福祉施設等の整備方針に
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よる公募手続きを経て、協議書を福岡県へ提出しましたが、採択されず実現してい

ません。特別養護老人ホームの早期整備は、高齢者福祉を考える上で欠くことので

きないものであります。２６年度の高齢者福祉施設等の整備についても、福岡県へ

協議書を提出することができるよう、５月２２日付で要望書を提出しているところ

です。 

 この芦屋町の意向を確かなものにするためには、文書の提出だけでは十分ではあ

りません。そこで、改めて福岡県へ陳情することを予定しています。 

 １０点目は、遠賀川魚道公園の完成についてです。 

 ２２年度から国土交通省により着工されました遠賀川河口堰の魚道改良事業は、

５月末で完了し、６月から芦屋町が占用し維持管理を行います。この改良工事では、

地域住民によるワークショップや、学識者へのヒアリングなどを随時行い、環境面

や景観面に配慮して整備が行われました。この遠賀川魚道公園が、地元を初めとし

た多くの皆さんの憩いの場となり、遠賀川により親しみ、遠賀川の水質やごみ問題

の改善の気運が高まるような公園になることを期待しております。 

 以上、簡単ではございますが、行政報告を終わります。 

 議員各位と住民の皆さんに行政報告とは別に、報告させていただきたい事項があ

ります。それは、このたび私が一般社団法人全国モーターボート競走施行者協議会

の会長に就任したことです。 

 一般社団法人全国モーターボート競走施行者協議会の平成２５年度第１回通常総

会が５月２０日に開催され、当総会において役員の選任議案が提案され、会長に選

任されました。任期は２７年５月までの２年間です。 

 今後は、会長職として、当協議会の役割を十分に認識し、関係省庁や競走関係団

体との連携を図るとともに、施行者の収益改善や競走事業の活性化に向けたさまざ

まな施策推進に尽力してまいります。 

 つきましては、会長職としての公務遂行にあたり、議員各位のご協力をお願い申

し上げ、会長就任のご報告とさせていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長 横尾 武志君   

 以上で行政報告は終わります。 

────────────・────・──────────── 

○議長 横尾 武志君   

 次に日程第４、議案第４１号から日程第１０、請願第２号までの各議案について

は、この際一括議題として上程し、書記に議案の朗読をさせたうえ、町長に提案理

由の説明を求めた後、請願の紹介議員に趣旨説明を求めたいと思いますが、ご異議

ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ご異議なしと認め、さよう決定いたします。 

 書記に議案の朗読を命じます。書記。 

〔朗 読〕 

○議長 横尾 武志君   

 以上で朗読は終わりました。 

 次に、町長に提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長 波多野茂丸君   

 それでは、本日提案いたしております議案につきまして、提案理由をご説明申し
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上げます。 

 議案第４１号の財団法人芦屋町開発公社の解散に伴う関係条例の整理に関する条

例の制定につきましては、財団法人芦屋町開発公社の解散に伴う清算手続きが完了

したため、関係条例を整理するための条例を制定するものでございます。 

 議案第４２号の平成２５年度芦屋町一般会計補正予算（第１号）につきましては、

歳入歳出それぞれ１億２００万円の増額補正を行うものでございます。 

 歳入につきましては、福岡県介護基盤緊急整備補助金や、緊急防災・減災事業債

を措置したほか、保育対策等促進事業補助金や財政調整基金繰入金を計上しており

ます。 

 歳出につきましては、グループホームの施設整備に伴います芦屋町介護基盤緊急

整備補助金や緊急防災・減災事業として緑ヶ丘歩道橋の耐震化工事を計上したほか、

狩尾池改修工事実施設計委託や洞山崩落防止工事実施設計委託、私立保育所補助金

などを措置しております。 

 次に、承認議案でございますが、承認第１号の専決処分事項の承認につきまして

は、地方税法の一部を改正する法律、地方税法施行令の一部を改正する政令及び地

方税法施行規則の一部を改正する省令が平成２５年３月３０日に公布されたことに

伴い、芦屋町税条例の一部改正を行ったものでございます。 

 承認第２号の専決処分事項の承認につきましては、地方税法の一部を改正する法

律が平成２５年３月３０日に公布されたことに伴い、芦屋町国民健康保険税条例の

一部改正を行ったものでございます。 

 次に、報告案件でございます。 

 報告第１号の平成２４年度芦屋町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につきま

しては、芦屋小学校トイレ改修工事や芦屋東小学校トイレ改修事業等について繰越

額が決定しましたので報告するものでございます。 

 報告第２号の平成２４年度芦屋町給食センター特別会計繰越明許費繰越計算書の

報告につきましては、給食センター新築工事設計委託について、繰越額が決定しま

したので報告するものでございます。 

 以上、簡単ではありますが提案理由のご説明を終わります。 

 なお、詳細につきましては質疑の折にご説明いたしますので、よろしくご審議く

ださいますようお願い申し上げます。 

○議長 横尾 武志君   

 以上で提案理由の説明は終わりました。 

 次に、１０番、川上議員に請願第２号の趣旨説明を求めます。川上議員。 

○議員 １０番 川上 誠一君   

 おはようございます。それでは、請願第２号「より豊かな保育・教育制度の拡充

と子育て支援制度を求める意見書」提出を求める請願についての請願の趣旨説明を、

請願書を読み上げまして行います。 

 １、要旨。国に対してより豊かな保育・教育制度の拡充と子育て支援制度を求め

る意見書を提出してください。 

 ２、理由。２０１２年８月、子ども子育て関連三法が成立し、現在２０１５年４

月１日新制度施行予定に向け、子ども子育て会議が設置され詳細決定の論議が進め

られています。 

 しかし、この新しい制度については、これまでの保育制度がどのように変わるの

か、子どもの保育環境が引き下げられるのではないか、保護者や保育者にとって不
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安や疑問点が少なくありません。子ども子育ての仕組みが、何より子どものより豊

かな育ちの環境を保障するものとなるよう、迅速に進めることなく十分な論議を尽

くされるよう当議会から国に向けての意見書を提出してください。 

 これまでの保育制度は、国と自治体の公的責任による保育所で、子どもの生活に

最低必要な施設の基準をつくり、そのために必要な施設運営に対する財源保障を柱

にして、保育に欠ける子どもをつくらないことを目指してきました。 

 これに対して新制度の保育は、利用者、保護者、個人への給付制度に変ります。

これによって、施設運営は厳しくなることが予測され、子どもの保育環境への影響

が心配です。 

 一方で、今回、法改正の論議の中で、児童福祉法２４条１項で保育所における市

町村の保育実施責任が記されたことは、とても重要な意味があり評価できますが、

２項では市町村が責任を持たないさまざまに基準が異なる直接契約方式の施設等が

でき、政府はこれによって大都市の待機児問題や過疎地における保育の課題解決を

図るとしています。 

 しかし、それを理由に子どもの保育環境に最低限必要な基準の緩和は困ります。

保育所以外での施設事業においても、保育所と同様に格差のない基準とそれに対す

る市町村責任の保証が不可欠です。 

 つきましては、今後の子ども子育て会議等の中で、子どもの権利保障を最重要課

題においた十分な検討と国の財政措置が図られますよう貴議会より国に対しての意

見書提出採択をしていただきますよう請願いたします。 

 以上でございます。よろしくご審議お願いいたします。 

○議長 横尾 武志君   

 以上で川上議員の趣旨説明は終わりました。 

 ただいまから質疑を行います。 

 まず、日程第４、議案第４１号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第４１号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第５、議案第４２号についての質疑を許します。小田議員。 

○議員 ８番 小田 武人君   

 いつものことながら、所管外のことについてお尋ねをいたします。 

 まず、１２ページでございます。２款１項７目の１３の委託料、山鹿浜口線道路

周辺測量委託ということでございますが、大体場所は理解できとるわけですけれど

も、どういう目的のために測量を行うのかお尋ねいたします。 

 それから、１７ページの８款２項２目の１３の委託料、はまゆう団地２号線法面

地質調査委託ということで計上されておりますけれども、現状はどういう状況なの

か、以前からここはよく崩落するところでございますけれども、現状はどういうこ

となのか、それと地質調査、何のためにこれをやるのかということをお尋ねいたし

ます。 

 それから、１８ページ９款１項１目の備品購入費１５０万３,０００円というこ

とで、消防用備品ということで上がっておりますが、この内容についてお尋ねいた

します。 

 以上、３点よろしくお願いします。 

○議長 横尾 武志君   
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 執行部の答弁を求めます。企画政策課長。 

○企画政策課長 中西 新吾君   

 １点目の山鹿浜口線道路周辺測量委託についてでございます。 

 これにつきましては、芦屋釜風呂跡地のことでございまして、これから住民ワー

クショップによる検討も行っていきますので、釜風呂跡地の全体用地の測量等を境

界確認、また、はまゆう群生地前の交差点を改良するため、釜風呂跡地を道路とし

て一部取り組むための分筆登記、地質調査、交通量調査を行います。 

 以上です。 

○議長 横尾 武志君   

 都市整備課長。 

○都市整備課長 大石 眞司君   

 ２点目のはまゆう団地２号線法面地質調査委託の現状、それと地質調査の目的に

ついてお答えいたします。 

 現状につきましては、場所はご存知と言われましたけども、はまゆう団地の坂を

上がりまして左手になります。外周道路が回っておりますが、その路線のことでご

ざいます。 

 現状につきましては、道路表面にクラックが確認されました。一応その状況を見

て、地質調査を行うようにしております。 

 目的としましては、地質調査をすることによって今後どういった補修をするのか、

対策をするのかということを見極めるための目的で地質調査を行います。 

 以上でございます。 

○議長 横尾 武志君   

 総務課長。 

○総務課長 小野 義之君   

 それでは、１８ページの備品購入費につきましてご説明いたします。 

 これにつきましては、コミュニティー助成事業の補助を受けるようになりました

ので、これで消防用の備品ということで、まずバルーン投光器、これを３台購入い

たします。合わせて発電機、コード類がセットで３台分ということでございます。 

 それから、訓練用の消火器を６本ほど、水消火器なんですが、これを購入しまし

て訓練等で活用する、合わせてコンプレッサー、これ水消火器に圧を注入するもの

でこのコンプレッサーということで考えております。 

 以上でございます。 

○議長 横尾 武志君   

 ほかに。刀根議員。 

○議員 ３番 刀根 正幸君   

 それでは、私も所管外っていうところで１点、これは平成２５年度の補正予算第

１号の歳出１５ページに農林水産業の費目があります。その５目に農地費として、

狩尾池改修工事の実施設計委託が計上されておりますが、この委託料につきまして

前回行った内容とどのように異なっているのか、また、そのほかの貯水池の状況等

についてわかる範囲でお尋ねするものです。よろしくお願いします。 

○議長 横尾 武志君   

 地域づくり課長。 

○地域づくり課長 松尾 徳昭君   

 狩尾池の改修工事実施設計委託についてご説明いたします。 
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 今回の工事につきましては、狩尾池の南側約１３０メートルの浸食が激しいため、

その改修のための基本的な設計を行うものであります。平成１２年から１３年にか

けまして、この北側の護岸についても設計を行い工事を行っているという形になり

ます。そのほかの池については、今のところ問題がないというような形になってお

ります。 

 以上でございます。 

○議長 横尾 武志君   

 ほかに。辻本議員。 

○議員 ７番 辻本 一夫君   

 私も所管外のことをお尋ねをさせていただきます。２０ページです。１０款教育

費４項の社会教育費の４目文化財保護費の補正予算の額４４１万１,０００円計上

されておりますが、これを見ますと夏井ヶ浜ということですので、多分崩落の場所

だと思いますが、不整合層記録保存事業というのはどういう内容なのか、ご説明願

いたいと思います。 

 以上です。 

○議長 横尾 武志君   

 生涯学習課長。 

○生涯学習課長 本石 美香君   

 それでは、夏井ヶ浜不整合層記録保存事業につきまして、事業内容につきまして

ご説明いたします。 

 この事業は、山鹿の夏井ヶ浜にあります崖地、海側の土地にある地層について、

地質学的な重要性など学術的価値について、調査研究及び記録保存を行うものです。 

 事業内容は、地層に対する地質学的な学術研究調査委託業務、地層の撮影、測量

及び画像編集委託業務、そして調査報告書の印刷となっております。 

 以上です。 

○議長 横尾 武志君   

 辻本議員。 

○議員 ７番 辻本 一夫君   

 ただいま、確かに学術的と説明がありましたけど、ちょっと私わからないのでお

尋ねしますが、ここはもともと海岸の崩落事業ということで、これ県か国かの事業

ではないかと思います。そういう中で、単費でもってこれだけの費用を投入しなけ

ればいけないのかどうか、法律的にということです。 

 以上です。 

○議長 横尾 武志君   

 財政課長。 

○財政課長 柴田 敬三君   

 ちょっと現状につきまして財政課のほうから若干説明したいと思います。夏井ヶ

浜崩落につきましては、県土整備と調整しながら３月に福岡県による海岸保全区域

指定の告知が行われています。 

 今月からは地質調査に入る予定なんですが、現段階の工事の予定なんですが、波

浪対策としての工事、要は波がくるのでそれを防がないと崩落は続くという波浪対

策の工事と崩落そのものを防止する工事、この２つを対策として考えなくちゃいけ

ないというところです。前者につきましては、福岡県の管理地であります海岸部分、

これはもう県が施工するということなんですが、後者の部分につきましては町有地
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のため町事業として行う必要があります。今現在、県に対しましては一括事業とし

て施工してもらい、町事業分につきましては負担金として支出させていただくとい

うことで調整をしている状況でございます。 

○議長 横尾 武志君   

 今井議員。 

○議員 ９番 今井 保利君   

 ９番、今井です。一般会計補正予算第１号の４ページ、歩道橋の耐震化整備事業

ということで、先ほど町長からのご説明で、いわゆる防災事業としてこの起債を行

うということでご説明があったんですけども、起債、どこから起債をして、どこの

お金を借りるのか、ご説明をまずお願いしたいんですが。それか、基金を取り崩す

のか。 

○議長 横尾 武志君   

 財政課長。 

○財政課長 柴田 敬三君   

 ４ページといいますと、地方債の補正というページということで理解して説明し

ます。今回、緑ヶ丘の歩道橋の耐震化整備事業につきましては、前年度に実施設計

を終えました。この際にも、緊急防災減災事業債ということで、交付税７０％措置

ある起債を借りたということで、これは基本的には国の資金を活用させていただく

ことで進めてます。で、今回、本体工事ということで緑ヶ丘やるんですが、これに

つきましても同じような状況になると思います。 

 以上です。 

○議長 横尾 武志君   

 今井議員。 

○議員 ９番 今井 保利君   

 わかりました。７０％措置、じゃあ実質的に歳出のほうで今度出てくるんですけ

ども１７ページですね、１７ページでその２,６００万円が、今のご説明ですと歩

道橋の緑ヶ丘だけの工事になるのかどうか、まずそこのところ、そしてその工事の

内容には防災のいわゆる耐震ということですけれども、それによって去年、おとと

しなんかで、長寿命化なんかの話が出てましたけども、そことの関連がどのように

なっているのか合わせてご説明をお願いいたします。 

○議長 横尾 武志君   

 都市整備課長。 

○都市整備課長 大石 眞司君   

 歩道橋の耐震化で緑ヶ丘歩道橋ということですが、本年度は緑ヶ丘の一橋だけを

するようにしております。 

 内容につきましては、歩道橋の本体そのものは現在の構造では正式に耐震化とは

ならないんですけども、現在の歩道橋を使いまして落橋防止構造を設置することで、

現在の標準構造に近づけた構造とするように考えております。 

 以上でございます。 

○議長 横尾 武志君   

 今井議員。 

○議員 ９番 今井 保利君   

 今の説明ですと、耐震化事業でやりますよ、防災でやりますよ、というけど正式

には耐震にはならないというご判断されてますけども、そこのところは今ご説明で
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きれば、私たちは耐震でこれで防災になるということで今ご説明を受けたんですけ

ど、耐震正式にならないというところの食い違いが出てますけども、それはどのよ

うなことか具体的にご説明をお願いいたします。 

○議長 横尾 武志君   

 都市整備課長。 

○都市整備課長 大石 眞司君   

 昨年度、実施設計のときにも少しご説明をいたしましたけども、現在の構造を耐

震化やるとすれば、現在の構造をそのまま取り除くなどして構造を大幅に改造いた

しまして、それをまた戻すということで莫大な金がかかるということでございます。

そのことにつきまして、設計コンサルなどと協議した中で現在の構造を残しながら、

先ほど申しましたような落橋防止の装置を取りつけて、耐震化構造により近づける

ような工事を行っていきたいということで方針を決めております。 

 以上でございます。 

○議長 横尾 武志君   

 ほかにございませんか。貝掛議員。 

○議員 ５番 貝掛 俊之君   

 １３ページでございますが、児童福祉総務費ですけども県支出金として４５７万

９,０００円きております。その中で、私立保育所に芦屋保育園と若葉保育所にそ

れぞれ補助されておりますけども、この補助内容につきましてお尋ねいたします。 

○議長 横尾 武志君   

 福祉課長。 

○福祉課長 吉永 博幸君   

 これは、保育士等処遇改善臨時特例事業という事業に該当するものでございます。

これは、今度、子ども子育ての新制度を検討する中で国が構築したものでございま

して、保育士の人材確保の一環として保育士等の賃金の処遇改善に取り組む私立保

育所に対して補助金を予算の範囲内で支出するものでございます。 

 原資は国で積んでおります安心子ども基金でございます。 

 今、申しましたように保育士の処遇改善によって雇用を確保するということでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長 横尾 武志君   

 貝掛議員。 

○議員 ５番 貝掛 俊之君   

 賃金改善ということでわかりました。それでは、その下の３児童福祉施設費の１

３節委託料、指定管理料として１４７万円、山鹿保育所に計上しておりますけども、

この内容はどうなんでしょうか、お尋ねいたします。 

○議長 横尾 武志君   

 福祉課長。 

○福祉課長 吉永 博幸君   

 山鹿保育所につきましては、処遇改善の県費の対象とはなっておりません。しか

しながら、国が行う保育士等処遇改善事業は私立保育所の保育士などの処遇が低い

という現状を踏まえて賃金の改善を行うものであり、国から地方自治体に対してこ

の趣旨を十分理解して、保育士の処遇等に対する施策の維持拡充を務めて欲しいと

国が要望を示しております。このため、町から措置費相当額で運営が行われている
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私立保育所と同じ管理運営が行われています山鹿保育所につきましても、町の一般

財源から保育士等の処遇改善を行うため指定管理料の増額を行うものでございます。 

 また、この措置は同じ法人に勤務する職員間で差をつけるべきでないという判断

もございます。 

 以上です。 

○議長 横尾 武志君   

 貝掛議員。 

○議員 ５番 貝掛 俊之君   

 それでは、芦屋緑ヶ丘保育所、町立なんですけどもこれ職員、恐らく臨時職員等

の方が多いかと思いますけども、その辺との格差とかは生まれてこないのか最後に

お尋ねいたします。 

○議長 横尾 武志君   

 福祉課長。 

○福祉課長 吉永 博幸君   

 緑ヶ丘保育所の臨時、嘱託保育士を雇用しておりますけども、これは町が定めた

時間給、それから給与月額で支給しております。これは、うちの支出しているお金

というのは先ほど申しましたように児童の措置費相当額、私立保育所であれば措置

費相当額から賃金を歳出するんですけども、これとは違っております。それで、山

鹿保育所で働く保育士等の賃金体系と違っております。そうして、公立保育所は保

育士等の処遇改善対象外であるために町独自の緑ヶ丘保育所の臨時嘱託保育士の賃

金改善、こういったものは行うことにはしておりません。これについては、県内の

公立保育所も同様でございます。 

 以上です。 

○議長 横尾 武志君   

 ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第４２号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第６、承認第１号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、承認第１号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第７、承認第２号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、承認第２号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第８、報告第１号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、報告第１号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第９、報告第２号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、報告第２号についての質疑を打ち切ります。 
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 次に、日程第１０、請願第２号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、請願第２号についての質疑を打ち切ります。 

 以上で、質疑を終わります。 

 お諮りします。日程第４、議案第４１号から日程第７、承認第２号及び日程第１

０、請願第２号の各議案については、別紙のとおりそれぞれの委員会に審査を付託

したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ご異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

○議長 横尾 武志君   

 以上で本日の議事は全て終了いたしました。 

 本日は、これをもって散会いたします。お疲れさまでした。 

午前10時44分散会 

────────────────────────────── 

 


